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１．事業概要

　１）事業者名及び代表者名　

株式会社　田村産業

代表取締役　　田村　義久

　２）所在地　

本社事務所 〒８８３－０３０４ 宮崎県東臼杵郡美郷町南郷鬼神野３１１４

資材置き場 〒８８３－０３０４ 宮崎県東臼杵郡美郷町南郷鬼神野３１１４

　３）環境管理責任者及び連絡担当　

ＥＡ－２１　責任者　：　総務部　　中森　奈美

連絡担当者　：　中森　奈美　（ＥＡ２１事務局）

ＴＥＬ　０９８２－５９－０４５１ ＦＡＸ　０９８２－５９－１２０８

Ｅ-meil ：　tamu3@mb.wainet.ne.jp

　４）事業創立年月日

　　　　　　　１９８２年　１２月　　９日　〔創立から４２年〕

　５）事業活動の内容　

　６）事業規模　

　７）推進組織図　

　８）対象範囲

　認証登録範囲 本社事務所及び資材置き場、現場

　レポート対象期間 ２０２３年１０月　１日～２０２４年９月３０日

　レポート発行日 ２０２４年１１月　４日

EA-21責任者
中森　奈美

工事部門
大山　正美

総務部門
中森　奈美
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代表者（社長）
田村　義久

事務所面積 ｍ２ 150 150 150

倉庫面積 ｍ２ 200 200 200

従業員数 人 10 10 10

資材置場面積 ｍ２ 1500 1500 1500

建設業（土木工事業、舗装工事業、とび・土工工事業、水道施設工事業、管工事業、解体工事業）

項目 単位 2021年 2022年 2023年

工事件数 件 26 28 31



２．環境経営方針
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３．環境経営目標

当社の環境目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定いたしました。
なお、目標設定の基準は２０１９年度～２０２２年度の平均値データーを使用して
います。

.

※　産業廃棄物（建設副産物）は工事の件数や工種によって大きく左右されるため、「設計書どうりの廃棄」

　　　「廃掃法を遵守した廃棄」を行う事を活動目標として取り組んでいきます。

※　購入電力のＣＯ２排出係数は、九州電力の調整後排出係数（0.453kg-CO2/kWh）を使用しました。

Ｐ　-　５

３．水資源使用量の削減
         （m3）

1％削減 2％削減 3％削減

事務所

２
廃
棄
物
の
削
減

①.　一般廃棄物の
　　　削減   (ｋg)

23.2 23.0 22.7 22.5

3％削減

事務所
117.1 115.9 114.8 113.6

1％削減 2％削減

全体
8,541.0 8,455.0 8,370.0 8,285.0

②．建設副産物廃棄
　　 方法

現場
ﾘｻｲｸﾙ率向上

96.0％
設計書（施工計画書）どうりの廃棄を行う

リサイクル率95％以上

③軽油使用量の削減
　　　　　　（Ｌ）

1％削減 2％削減 3％削減

2％削減 3％削減

事務所
1,676.0 1,659.0 1,642.0 1,626.0

現場
6,865.0 6,796.0 6,728.0 6,659.0

現場
32,038.0 31,718.0 31,397.0 31,077.0

9,475.0

現場
132.0 131.0 129.0 128.0

①電気使用量の削減
（総電気使用）
     　　　（ｋＷｈ）

1％削減 2％削減 3％削減

事務所
9,768.0 9,670.0 9,573.0

全体
9,900.0 9,801.0 9,702.0 9,603.0

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （Ｌ）

1％削減

１．二酸化炭素排出量の削減
（ｋｇ-CO2）

全社 106,957 105,888 104,818 103,749

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年　　度　　別　　環    境    目    標
基準値

(2019年10月～
2022年9月

の平均)

2022年度
(2022年10月～

2023年9月)

2023年度
(2023年10月～

2024年9月)

2024年度
(2024年10月～

2025年9月)



４．環境経営目標の実績

環境目標に対する達成状況は以下の通りです。

１．　実績値は、２０２３年度（２０２３年１０月～２０２４年９月）の期間で、目標値は基準年度（２０１９年度～

　　　２０２１年度平均）同期間の削減率とする。

※　産業廃棄物（建設副産物）は工事の件数や工種によって大きく左右されるため、「設計書どうりの廃棄」

　　　「廃掃法を遵守した廃棄」を行う事を活動目標として取り組んでいきます。

※　購入電力のＣＯ２排出係数は、九州電力の調整後排出係数0.453kg-CO2/kWhを使用しました。

×

Ｐ　-　６

３．水資源使用量の削減　（ｍ3） ２％削減 事務所 22.7 32.0 71.1%

リサイクル率向
上95％

現場
設計書（施工計画書）

どおり廃棄する。
ﾘｻｲｸﾙ率95％以上

ﾘｻｲｸﾙ率96.5％ - -

×

２）廃棄物の削減
と
　　建設副産物の
正常処理

一般廃棄物 ２％削減 事務所 114.8 85.4 134.4% 〇

建設副産物

③軽油使用量の削減
 
   　　　　  （ℓ）

２％削減 現場 31,397.0 66,545.0 47.2%

②電気使用量の削減
　
  　　　     （ｋＷｈ）

②ガソリン使用量の
　　削減
  　　　     （ℓ）

２％削減

事務所 1,642.0

判定

１．二酸化炭素排出量の削減
　　　　　　（ｋｇ-ＣO2）

ｋg-ＣO2 全社 104,818.0 199,354.0 52.6% ×

1,810.0 90.7% ×

現場 6,728.0 7,863.0 85.6% ×

83.0% ×

現場 129.0

取　組　項　目 区分
２０２３年度目標値
(2023年10月～

2024年9月)

　２０２３年度実績
(2023年10月～

2024年9月)
達成率

２％削減

事務所 9,573.0 11,536.0

0.0 - -



５、環境活動計画とその取組結果

①=〇
②=〇
③=〇
④=〇

３．水資源使用量の削減
（年間水資源総使用量）

①定期的な漏水点検
②不必要な水の節水

定期的に点検している。
水道場に掲示し節水を促してい
る。

①=〇
②=〇
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①エコドライブの徹底
②車両管理の徹底
③重機の定期点検整備の実施
④重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の展開
（ｱｸｾﾙ8割運動）

①=〇
②=〇
③=〇
④=〇

２
・
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物の削減
①廃棄物の分別の徹底によるゴミの削減
②資材梱包材の業者持帰り依頼
③コピー用紙等の削減

・資材梱包材等は各業者に持帰
りをお願いしている。
・廃棄物と資源でしっかり分別し
ている。

①=〇
②=〇
③=〇

②．建設副産物廃棄
　　 方法の遵守による
　　ﾘｻｲｸﾙ率の向上

（％）

①すべての建設副産物は決められた
　方法で廃棄する
②マニフェストの即時起票
③排出先（ﾘｻｲｸﾙ業者)の選定と確認
④残余材発生防止のためのこまめな資材
　　発注及び数量確認

産業廃棄物は設計書に基づき適
正に処理し、その結果はマニフェ
スト管理表により管理している。
また、資材の余りがでないように
現場での資材発注では確認を徹
底しているし、余りがでた場合は
皆で情報共有し、他の現場で使
用する。

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①電気使用量の削減

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯
　　の徹底
②空調温度管理（設定温度遵守）
③ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの利用等による熱の調整

目標達成できた。
不在時の電気消灯やパソコンの
電源等は徹底されている。
ブラインド活用もしっかりされてい
た。

①=〇
②=〇
③=〇

②ガソリン使用量の削減

①エコドライブの徹底
　　・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止
②車両管理の徹底
③現場への相乗り通勤の推進
④忘れ物によるUﾀｰﾝ防止のための事前
　　段取りの徹底

遠方の現場への通勤により、ガソ
リンの使用量が増えた。
車両管理、乗合せ等は徹底され
ているが、忘れ物によるUﾀｰﾝに
ついてはもう少し徹底していきた
い。
軽油に関しては、現場内容次第
で増えるので仕方がない。

①=〇
②=〇
③=〇
④=〇

③軽油使用量の削減

取組項目 活動内容 取組結果 評価



６、次年度の取組内容

３．水資源使用量の削減
（年間水資源総使用量）

①定期的な漏水点検

②不必要な水の節水
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２
・
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物の削減

①廃棄物の分別の徹底によるゴミの削減

②資材梱包材の業者持帰り依頼

③コピー用紙等の削減

②．建設副産物廃棄方法の
　　遵守によるﾘｻｲｸﾙ率の
　　　向上　（％）

①すべての建設副産物は決められた方法で廃棄する

②マニフェストの即時起票

③搬出先（ﾘｻｲｸﾙ業者）の選定と確認

④残余材発生防止のためのこまめな資材発注及び数量確認

取組項目 活動内容

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①電気使用量の削減

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底   

②空調温度管理（設定温度遵守）

③ブラインドの利用等による熱の調整

②ガソリン使用量の削減

①エコドライブの徹底（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止）

②車両管理の徹底

③現場への相乗り通勤の推進

④忘れ物によるＵﾀｰﾝ防止のための事前段取りの徹底

③軽油使用量の削減

①エコドライブの徹底（ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ）

②車両管理の徹底

③重機の定期点検整備の実施

④重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の展開（アクセル8割運動）



７．　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に関連する主な法規制は担当者が毎年ネット等で改正の有無などを確認しています。

また、関連法規制の遵守状況確認を毎年４回実施しており、違反はありませんでした。

また、地域住民からの訴訟等及び監督官庁からの指摘もありませんでした。

尚、現場での遵守状況は、月１回の安全パトロールや会議等を通じて常に確認しています。
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騒音規制法 特定建設作業の実施の届け出 該当なし

振動規制法 特定建設作業の実施の届け出 該当なし

フロン排出抑制法 簡易点検の実施 順守

法定検査の実施、記録の保管 順守浄化槽法

大気汚染防止法

計画書の提出 該当なし

解体工事時の実施 該当なし

事前調査結果の知事への届け出 該当なし

順守

建設リサイクル法

発注者への書面による計画等説明、完了報告 順守

必要事項を都道府県知事に届け出 順守

分別解体、再資源化促進、再資源使用 順守

廃棄物処理法

委託契約の締結 順守

マニフェストの交付、保管義務 順守

産業廃棄物管理票交付等状況報告書 順守

多量排出事業者　計画書、実施書 該当なし

保管場所の掲示

法規名 該当する要求事項 評価



８．　代表者による全体評価と見直しの結果
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